













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































話順 話順 巻 番号 話順 ☆
1 1① イソポが生涯の物語略 1 上 1 本国の事 1 1










2 1② 4 上 3 柿を吐却する事 2 1
5 1⑤ 5 上 4 農人不審のこと 9 7
6 1⑥ 6 上 5 獣の舌の事 13 11
7 1⑦ 7 上 6 風呂の事 15 13
8 1⑧ 8 上 7 シャント、潮を飲まんと契約の事 17 15






10 上 9 サンの国の法事の事 22 19
13 1⑫ 11 上 10 リヒイヤの国より勅使の事 23 19
14 1⑬前 12 上 11 イソポ、リヒイヤの国へ行く事 24 20
15 1⑬後 13 上 12 イソポ、リヒイヤに居所を作る事 25前 20
14 上 13 商人、金を落とす公事の事 （第六部、アルフォンス寓話集抄）4 ※
15 上 14 中間と侍と、馬を争ふ事 ※
16 上 15 長者と他国の商人の事 （第六部、アルフォンス寓話集抄）2 ※
17 上 16 イソポと二人の侍、夢物語の事 （第六部、アルフォンス寓話集抄）5 ※
16 1⑭ 18 上 17 イソポ、諸国をめぐる事 25後 21
17 1⑮ 19 上 18 イソポ、養子を定むる事 26 21
18 1⑯ 20 上 19 ネタナヲ帝王、不審の事 27前 22
19 1⑰ 21 上 20 ヱリミホ、イソポが事を奏聞の事 27後 22
21 3 イソポ養子に教訓の条々 22 中 1 イソポ、子息に異見の事 28 23
20 2 エヂットより不審の条々 23 中 2 エジットの帝王より不審返答の事 29 24
22 4① ネテナボ帝王イソポに御不
審の条々
24 中 3 ネタナヲ、イソポに尋ね給ふ不審
の事
30 24
25 中 4 イソポ、帝王に答ふる物語の事 （第六部、アルフォンス寓話集抄）8 ※
23 4② 26 中 5 学匠、不審の事 31 25
27 中 6 侍、鵜鷹に好く事 （第六部、ポッヂウス笑話集抄）4 ※
28 中 7 イソポ、人に請ぜらるゝ事 ※
11 1⑩後 29 中 8 イソポ、夫婦の中直しの事 12後 10 （※）B








24 4③ 31 中 9 36 26 ⑤デルポイ人はイソポを崖から突き落と
して殺した。その後デルポイを疫病がお
そう。ギリシャの諸侯は軍勢を送り、イ
ソポ殺害の挙に復讐した。
3 2 ＊口がきけるようになった話
4 3 ＊主人を変えることになった話（小作人
頭ゼナスが面識のある奴隷商人にイソポ
を買えともちかける。商人は断るが、イ
ソポが後を追い、自分を買うよう勧め、
商人は弁舌の才に動かされて買い取る。）
7 5 ＊クサントス、歩きながら小便をした話
8 6 ＊クサント夫人がイソポをきらったこと
10 8 ＊豆煮る話と入浴の後の湯の話
11 8 ＊豚の足を煮る話
14 12 ＊好奇心のない男の話
16 14 ＊クサントス、イソポの問答（人は用便
の後でどうしてつい下をのぞくのか）
18 15 ＊二羽のカラスを見た話
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
六
ふ
っ
た
番
号
を
記
入
し
て
い
る
）
を
置
き
、
右
側
に
は
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
対
応
話
（
こ
れ
も
原
本
に
ふ
ら
れ
た
番
号
を
記
入
し
て
い
る
）
を
置
き
、『
伊
曾
保
物
語
』
と
の
話
の
順
序
の
違
い
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
と
『
伊
曾
保
物
語
』、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
を
比
較
す
る
と
、
『
イ
ソ
ッ
プ
』
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
際
に
ど
の
話
を
省
い
た
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
話
の
内
容
を
ま
と
め
て
書
い
て
お
い
た
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
初
め
の
部
分
は
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
の
ほ
う
が
、
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
伊
曾
保
物
語
』
の
話
順
を
基
本
に
し
た
た
め
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
話
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
そ
れ
に
対
応
し
て
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
も
話
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
イ
ソ
ポ
の
人
と
な
り
が
ま
ず
書
か
れ
て
お
り
、
イ
ソ
ポ
は
す
で
に
、
あ
る
主
人
の
奴
隷
で
あ
る
。
こ
の
時
に
柿
（
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
で
は
い
ち
ぢ
く
）
を
食
べ
た
と
の
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
吐
却
し
て
身
の
潔
白
を
示
し
た
話
が
あ
る
。
し
か
し
、『
伊
曾
保
物
語
』
で
は
こ
の
話
は
も
っ
と
後
の
第
三
章
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
で
は
口
が
き
け
な
か
っ
た
イ
ソ
ポ
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
話
（
二
）
が
続
き
、
そ
の
後
に
、
主
人
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
話
（
三
）
と
な
る
が
、
こ
の
二
話
は
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
も
『
伊
曾
保
物
語
』
に
も
無
く
、
省
か
れ
て
い
る
。『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
で
は
イ
ソ
ポ
は
口
が
き
け
な
い
の
で
（
）
は
な
く
、
吃
音
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ソ
ポ
は
、
柿
を
食
べ
た
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
時
に
、
吃
音
な
が
ら
主
人
に
身
の
潔
白
を
証
明
し
て
い
る
。
口
が
き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
話
が
省
か
れ
て
い
る
た
め
、
話
が
続
く
よ
う
に
口
が
き
け
な
い
の
で
は
な
く
吃
音
で
あ
る
と
変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
イ
ソ
ポ
が
吃
音
で
話
し
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
ま
た
そ
の
後
に
弁
舌
巧
み
な
イ
ソ
ポ
の
話
が
続
く
こ
と
か
ら
す
る
と
、
内
容
的
に
矛
盾
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
も
『
伊
曾
保
物
語
』
で
は
初
め
か
ら
イ
ソ
ポ
は
「
物
い
ふ
事
お
も
し
ろ
き
な
り
」（
古
活
字
版
で
は
「
も
の
云
こ
と
お
も
し
ろ
げ
な
り
」）
と
書
か
れ
て
お
り
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
（
三
）
で
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
新
し
い
主
人
と
旅
を
し
た
時
の
話
が
続
く
。
そ
れ
は
、
イ
ソ
ポ
が
一
番
軽
い
荷
物
を
持
つ
と
言
い
な
が
ら
一
番
重
い
食
料
を
選
ん
だ
が
、
日
が
進
む
に
つ
れ
て
軽
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
話
（
四
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
ソ
ポ
が
ク
サ
ン
ト
ス
（
シ
ャ
ン
ト
）
の
奴
隷
に
な
る
話
（
五
）
が
続
く
。『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
19 16 ＊クサントスの妻、うしろに目があると
いったためイソポに醜態をさらされた話
20 17 ＊イソポが門番をし、学者を通さなかっ
た話
33 26 ＊②アポロの神殿に逃げ込んだが引きず
り出されたイソポが、知恵を得ようとし
て処女の名誉を失ったおろか娘の譬喩を
語る。
34 26 ＊③驢馬の曳く車に乗って断崖から落ち
かけた老農夫の譬喩を語る。
35 26 ＊④いよいよ殺されそうになったとき、
父親から犯された娘が、むしろ百人の男
に陵辱された方がましだと嘆く譬喩に、
我が身を託して語る。
注 1 シュタインヘーベル本『イソップ』の中の＊印は『伊曾保物語』『イソポのハブラス』には無い話。
注 2 欄外の※印は『イソポのハブラス』にはなく、『伊曾保物語』に挿入された話。
注 3 欄外の（※）印は『イソポのハブラス』にある話の一部が別の話として『伊曾保物語』に挿入された話。
『
伊
曾
保
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
濵
田
幸
子
）
七
ス
』
も
こ
れ
と
同
じ
話
順
で
あ
る
。
し
か
し
『
伊
曾
保
物
語
』
で
は
、
第
一
章
の
「
本
国
の
事
」
の
中
に
イ
ソ
ポ
が
シ
ャ
ン
ト
の
奴
隷
に
な
る
話
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
先
の
軽
い
荷
物
を
持
つ
話
（
第
二
章
荷
物
を
持
つ
事
）
も
、
吐
却
し
て
身
の
潔
白
を
示
し
た
話
（
第
三
章
柿
を
吐
却
す
る
事
）
も
シ
ャ
ン
ト
に
対
す
る
話
と
な
り
、
話
に
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
と
『
伊
曾
保
物
語
』
に
載
っ
て
い
な
い
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
話
は
、【
表
１
】
の
「
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』」
の
欄
の
下
方
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
と
『
伊
曾
保
物
語
』
の
対
応
話
が
な
い
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
の
日
本
語
翻
訳
時
の
方
針
が
見
え
て
く
る
。
先
に
述
べ
た
、「
イ
ソ
ポ
が
口
が
き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
話
」（
二
）、「
イ
ソ
ポ
が
主
人
を
か
え
る
よ
う
に
な
っ
た
話
」（
三
）
と
、
「
イ
ソ
ポ
が
最
後
を
迎
え
た
時
に
語
っ
た
寓
話
」（
二
六
）
以
外
に
、「
ク
サ
ン
ト
ス
、
歩
き
な
が
ら
小
便
を
し
た
話
」（
五
）
や
「
ク
サ
ン
ト
ス
夫
人
が
イ
ソ
ポ
を
き
ら
っ
た
こ
と
」（
六
）、「
好
奇
心
の
な
い
男
の
話
」（
一
二
）、「
ク
サ
ン
ト
ス
、
イ
ソ
ポ
の
問
答
（
人
は
用
便
の
後
で
ど
う
し
て
つ
い
下
を
の
ぞ
く
の
か
）」（
一
四
）、「
ク
サ
ン
ト
ス
の
妻
、
う
し
ろ
に
目
が
あ
る
と
い
っ
た
た
め
に
イ
ソ
ポ
に
醜
態
を
さ
ら
さ
れ
た
話
」（
一
六
）
と
い
っ
た
、
品
性
に
欠
け
る
話
や
、
気
に
入
ら
な
い
人
物
（
ク
サ
ン
ト
ス
夫
人
の
場
合
が
多
い
）
に
対
し
て
イ
ソ
ポ
が
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
せ
て
仕
返
し
を
す
る
話
が
多
い
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
資
す
る
た
め
に
日
本
語
訳
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
品
性
に
欠
け
た
話
や
人
（
特
に
女
性
）
を
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
せ
る
話
は
省
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、『
伊
曾
保
物
語
』『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
共
通
す
る
方
針
で
あ
り
、
原
典
を
翻
訳
し
祖
本
を
作
成
す
る
と
き
の
方
針
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
原
典
で
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
と
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』『
伊
曾
保
物
語
』
で
話
順
の
違
う
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
で
は
九
番
目
の
話
で
あ
る
が
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
で
は
一
〇
番
目
の
話
（
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
話
と
対
応
さ
せ
る
と
、
こ
の
話
の
前
に
『
伊
曾
保
物
語
』
の
章
題
で
言
え
ば
第
五
章
「
獣
の
舌
の
事
」
第
六
章
「
風
呂
の
事
」
第
七
章
「
シ
ャ
ン
ト
、
潮
を
飲
ま
ん
と
契
約
の
事
」
第
八
章
「
棺
槨
の
文
字
の
事
」
が
あ
る
）
で
、「
シ
ャ
ン
ト
の
妻
が
珍
物
を
貰
え
ず
怒
っ
て
里
に
帰
る
話
」
で
あ
る
。
こ
の
話
に
は
続
き
が
あ
り
、
里
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
シ
ャ
ン
ト
の
妻
を
、
イ
ソ
ポ
が
計
略
を
め
ぐ
ら
し
て
シ
ャ
ン
ト
の
も
と
に
帰
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
の
前
半
は
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
は
あ
る
が
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
後
で
も
述
べ
る
が
、
後
半
の
シ
ャ
ン
ト
の
妻
を
家
に
帰
ら
せ
る
話
だ
け
が
、
改
編
さ
れ
て
別
話
と
し
て
だ
い
ぶ
後
の
中
巻
第
八
章
に
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
中
直
し
の
事
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
ず
、
先
に
も
述
べ
た
が
、『
伊
曾
保
物
語
』
で
は
第
一
章
「
本
国
の
事
」
の
中
に
、
原
典
の
話
順
と
は
順
序
を
入
れ
替
え
て
、
イ
ソ
ポ
が
シ
ャ
ン
ト
の
奴
隷
に
な
る
話
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
来
は
前
の
主
人
の
奴
隷
で
あ
る
時
の
出
来
事
で
あ
る
「
荷
物
を
持
つ
事
」「
柿
を
吐
却
す
る
事
」
も
シ
ャ
ン
ト
と
の
話
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
ト
と
は
『
伊
曾
保
物
語
』
の
中
で
「
や
ん
ご
と
な
き
知
者
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
に
知
ら
れ
た
偉
い
学
者
で
あ
る
。『
伊
曾
保
物
語
』
の
伝
記
の
前
半
は
、
こ
の
人
に
知
ら
れ
た
偉
い
学
者
で
あ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
八
る
シ
ャ
ン
ト
と
そ
の
奴
隷
で
あ
る
イ
ソ
ポ
と
が
織
り
な
す
話
で
あ
る
。
偉
い
学
者
で
あ
る
シ
ャ
ン
ト
を
面
白
が
ら
せ
て
自
ら
を
買
い
取
ら
せ
、
そ
の
奴
隷
と
な
り
（
第
一
章
「
本
国
の
事
」）、
シ
ャ
ン
ト
が
正
し
く
答
え
ら
れ
な
い
百
姓
の
疑
問
に
理
路
整
然
と
答
え
た
り
（
第
四
章
「
農
人
不
審
の
事
」）、
さ
ら
に
は
、
酒
に
酔
っ
た
シ
ャ
ン
ト
が
「
大
海
の
潮
を
飲
み
尽
く
す
」
こ
と
を
約
束
し
て
し
ま
い
困
っ
て
い
る
の
を
、
イ
ソ
ポ
が
そ
の
知
恵
で
、
窮
地
を
救
う
こ
と
も
す
る
（
第
七
章
「
シ
ャ
ン
ト
、
潮
を
飲
ま
ん
と
契
約
の
事
」）。
原
典
で
は
別
の
主
人
と
の
話
で
あ
っ
た
「
荷
物
を
持
つ
事
」「
柿
を
吐
却
す
る
事
」
も
話
順
を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ン
ト
に
対
し
て
示
し
た
知
恵
話
と
な
り
、
学
者
シ
ャ
ン
ト
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
す
ぐ
れ
て
賢
い
イ
ソ
ポ
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
例
話
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
イ
ソ
ポ
は
シ
ャ
ン
ト
の
奴
隷
で
は
な
く
、
自
由
の
身
と
な
る
。
サ
ン
の
国
か
ら
、
リ
イ
ヒ
ヤ
の
国
へ
行
き
難
題
を
解
い
て
後
、
ま
た
サ
ン
の
国
に
戻
り
、
こ
の
地
で
人
々
に
尊
ば
れ
て
し
ば
ら
く
過
ご
す
。
そ
の
と
き
の
話
が
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」、
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」、
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」、
第
一
六
章
「
イ
ソ
ポ
と
二
人
の
侍
、
夢
物
語
の
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
イ
ソ
ポ
の
知
恵
や
才
覚
を
示
す
話
で
あ
る
が
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
は
無
い
話
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
話
は
、
翻
訳
原
典
の
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
（
）
「
第
一
部
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
」
に
も
な
い
話
で
、
同
じ
翻
訳
原
典
中
の
「
第
六
（
）
部
イ
ソ
ッ
プ
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
中
世
の
世
俗
説
話
・
民
潭
」
で
あ
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
か
ら
三
話
が
こ
こ
へ
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
話
と
は
、
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
第
四
話
「
発
見
さ
れ
た
金
に
関
す
る
判
決
」、
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
第
二
話
「
金
銭
の
委
託
」、
第
一
六
章
「
イ
ソ
ポ
と
二
人
の
侍
、
夢
物
語
の
事
」
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
第
五
話
「
三
人
の
仲
間
の
信
義
」
で
あ
る
。
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」
に
つ
い
て
は
今
参
考
に
し
て
い
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
翻
訳
に
使
っ
た
『
イ
ソ
ッ
プ
』
に
は
あ
っ
た
話
で
、
祖
本
に
は
あ
っ
た
話
な
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
話
の
中
に
は
イ
ソ
ポ
が
登
場
し
、
采
配
を
振
る
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
ソ
ポ
は
サ
ン
の
国
を
離
れ
、
バ
ビ
ロ
ウ
ニ
ヤ
に
移
り
さ
ら
に
エ
ジ
ッ
ト
（
エ
ジ
プ
ト
）
に
移
り
住
む
。
帝
王
に
語
っ
て
い
る
話
も
あ
る
が
、
続
け
て
こ
こ
で
も
イ
ソ
ポ
の
知
恵
や
才
覚
を
示
す
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
中
巻
第
三
章
「
ネ
タ
ナ
ヲ
、
イ
ソ
ポ
に
尋
ね
給
ふ
不
審
の
事
」、
第
四
章
「
イ
ソ
ポ
、
帝
王
に
答
ふ
る
物
語
の
事
」、
第
五
章
「
学
匠
、
不
審
の
事
」、
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」、
第
七
章
「
イ
ソ
ポ
、
人
に
請
ぜ
ら
る
ゝ
事
」、
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
翻
訳
原
典
で
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
「
第
一
部
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
」
に
あ
る
話
は
、
第
三
章
「
ネ
タ
ナ
ヲ
、
イ
ソ
ポ
に
尋
ね
給
ふ
不
審
の
事
」（
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
〈
二
四
〉）
と
第
五
章
「
学
匠
、
不
審
の
事
」（
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
〈
二
五
〉）
だ
け
で
あ
る
。
第
四
章
「
イ
ソ
ポ
、
帝
王
に
答
ふ
る
物
語
の
事
」
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
「
第
六
部
イ
ソ
ッ
プ
に
由
来
す
る
も
（
）
の
で
は
な
い
中
世
の
世
俗
説
話
・
民
潭
」
で
あ
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
第
八
話
「
弟
子
と
羊
」
で
あ
り
、
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」
は
同
じ
く
「
第
六
（
）
部
」
の
ポ
ッ
ヂ
ウ
ス
笑
話
集
抄
第
四
話
「
鷹
狩
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、
第
八
章
『
伊
曾
保
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
濵
田
幸
子
）
九
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
で
は
一
〇
番
目
の
シ
ャ
ン
ト
の
妻
が
珍
物
を
も
ら
え
ず
怒
っ
て
里
に
帰
っ
て
し
ま
う
話
の
後
半
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
エ
ジ
ッ
ト
（
エ
ジ
プ
ト
）
で
の
話
に
な
っ
て
お
り
、
怒
り
っ
ぽ
い
妻
が
親
の
方
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
、
夫
が
あ
ま
り
悲
し
い
の
で
、
は
か
り
ご
と
を
し
て
妻
に
家
へ
帰
ら
せ
る
よ
う
、
イ
ソ
ポ
を
呼
ん
で
頼
む
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
第
七
章
「
イ
ソ
ポ
、
人
に
請
ぜ
ら
る
ゝ
事
」
に
つ
い
て
は
い
ま
参
考
に
し
て
い
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
当
時
翻
訳
に
当
た
っ
た
人
物
が
直
接
見
た
本
に
は
あ
っ
て
、
祖
本
に
は
あ
っ
た
話
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
徴
と
は
、
一
話
の
中
の
改
編
と
寓
話
集
全
体
の
再
編
集
で
あ
る
。
上
巻
第
一
章
「
本
国
の
事
」
で
は
話
順
を
変
え
、
別
々
で
あ
っ
た
話
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
巻
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
中
直
し
の
事
」
で
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
っ
た
話
を
二
つ
に
分
け
後
半
だ
け
を
独
立
し
た
話
と
し
て
仕
立
て
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
巻
第
一
三
章
か
ら
第
一
六
章
ま
で
の
話
の
挿
入
、
中
巻
第
四
章
、
六
章
、
七
章
、
八
章
の
挿
入
は
『
伊
曾
保
物
語
』
の
伝
記
部
を
作
っ
て
い
く
中
で
の
再
編
集
で
あ
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
何
か
と
い
う
と
、
イ
ソ
ポ
が
賢
人
で
あ
り
人
格
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
「
第
一
部
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
」
に
も
、
勿
論
イ
ソ
ポ
が
知
恵
者
で
才
覚
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
話
は
載
っ
て
い
た
。
ま
た
反
対
に
、
自
分
を
嫌
う
シ
ャ
ン
ト
の
妻
に
対
す
る
意
地
悪
な
行
為
や
仕
返
し
の
話
も
載
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
翻
訳
さ
れ
る
時
点
で
全
て
省
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
見
た
話
の
改
編
と
全
体
の
再
編
集
に
よ
っ
て
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
お
け
る
イ
ソ
ポ
は
、
知
恵
が
あ
り
、
才
覚
が
働
く
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
賢
人
で
あ
っ
て
人
格
者
で
あ
り
、
人
を
裁
く
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」、
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」、
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」、
中
巻
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」、
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」）。
そ
の
よ
う
な
、
知
恵
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
頼
ら
れ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
編
と
再
編
集
は
、
原
典
が
翻
訳
さ
れ
て
出
来
た
祖
本
と
話
順
・
構
成
が
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
祖
本
か
ら
『
伊
曾
保
物
語
』
が
作
り
出
さ
れ
る
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
本
論
文
第
一
章
で
仮
定
し
た
『
伊
曾
保
物
語
』
作
者
の
意
図
、
つ
ま
り
「
賢
人
イ
ソ
ポ
の
一
代
記
物
語
」
を
作
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
改
編
と
再
編
集
は
、
古
活
字
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
前
に
、
日
本
人
の
そ
れ
も
文
章
力
の
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。先
に
、
こ
の
改
編
・
再
編
集
に
よ
っ
て
イ
ソ
ポ
は
知
恵
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
頼
ら
れ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
書
い
た
。
そ
れ
で
は
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
お
け
る
イ
ソ
ポ
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
裁
判
を
司
る
人
と
し
て
登
場
す
る
イ
ソ
ポ
を
次
章
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
一
〇
四
公
事
物
語
の
中
の
イ
ソ
ポ
前
章
で
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
お
け
る
イ
ソ
ポ
は
、
知
恵
が
あ
り
、
才
覚
が
働
く
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
賢
人
で
あ
っ
て
人
格
者
で
あ
り
、
人
を
裁
く
こ
と
を
要
請
さ
れ
こ
と
も
あ
る
、
と
書
い
た
。
イ
ソ
ポ
が
人
を
裁
く
話
（
言
い
換
え
る
と
イ
ソ
ポ
の
公
事
物
語
）
と
は
、
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」、
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」、
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」、
中
巻
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」、
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」
で
あ
る
。
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」
の
粗
筋
は
三
章
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
粗
筋
を
次
に
紹
介
し
て
お
く
。
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」
あ
る
商
人
が
三
貫
目
の
銀
子
を
落
と
し
、
こ
の
金
を
拾
っ
た
者
に
褒
美
と
し
て
三
分
の
一
を
与
え
る
と
札
を
立
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
拾
っ
た
人
が
届
け
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
商
人
は
褒
美
を
与
え
る
の
が
惜
し
く
な
り
、
落
と
し
た
金
は
四
貫
目
で
あ
る
と
言
い
出
し
、
届
け
出
た
の
は
三
貫
目
な
の
で
褒
美
は
与
え
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
裁
き
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
奉
行
も
判
断
し
か
ね
て
い
た
の
を
、
イ
ソ
ポ
が
裁
定
す
る
話
で
あ
る
。
上
巻
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」
あ
る
中
間
が
、
主
人
の
馬
に
乗
っ
て
遠
く
へ
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
侍
が
一
人
難
癖
を
つ
け
て
き
た
の
で
、
そ
の
馬
に
の
せ
、
サ
ン
の
町
に
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
侍
は
馬
を
返
そ
う
と
し
な
い
の
で
困
っ
た
中
間
が
そ
の
地
の
守
護
の
も
と
に
行
っ
て
裁
き
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
守
護
も
裁
き
を
つ
け
ら
れ
ず
、
イ
ソ
ポ
が
呼
ば
れ
、
イ
ソ
ポ
が
裁
定
す
る
話
で
あ
る
。
上
巻
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」
サ
ン
の
町
に
長
者
が
い
た
。
あ
る
商
人
が
エ
ジ
ッ
ト
に
行
く
の
に
遠
路
財
宝
を
持
っ
て
い
く
の
は
危
険
な
の
で
こ
の
長
者
に
預
け
て
お
い
た
。
こ
の
商
人
が
帰
っ
て
き
て
預
け
て
い
た
金
を
返
し
て
く
れ
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
金
は
預
か
っ
て
い
な
い
と
言
う
ば
か
り
で
返
し
て
く
れ
ず
、
困
っ
て
し
ま
い
イ
ソ
ポ
の
元
へ
行
っ
て
計
略
を
授
け
て
も
ら
い
金
を
返
し
て
も
ら
う
話
で
あ
る
。
中
巻
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」
エ
ジ
ッ
ト
の
侍
ど
も
が
鵜
を
使
っ
た
漁
や
鷹
狩
り
を
す
る
遊
び
に
興
じ
る
こ
と
が
甚
だ
し
く
、
国
王
が
諫
め
て
も
聞
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
臣
下
が
出
仕
し
た
時
に
こ
の
遊
び
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
語
っ
て
ほ
し
い
と
、
国
王
が
イ
ソ
ポ
に
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
、
イ
ソ
ポ
が
臣
下
に
一
つ
の
物
語
を
語
っ
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
人
々
は
鵜
鷹
の
遊
び
を
す
っ
か
り
や
め
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
対
し
て
、
本
来
裁
定
を
下
す
人
が
い
る
の
だ
が
（
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」
で
は
奉
行
、
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
、
馬
を
争
ふ
事
」
で
は
守
護
、
中
巻
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」
で
は
国
王
）、
そ
の
人
の
力
に
余
る
の
で
イ
ソ
ポ
が
呼
ば
れ
、
代
わ
り
に
裁
定
を
下
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ソ
ポ
は
難
題
を
裁
く
だ
け
『
伊
曾
保
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
濵
田
幸
子
）
一
一
の
能
力
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
イ
ソ
ポ
は
こ
れ
ら
の
公
事
物
語
の
中
の
裁
定
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
事
物
語
の
中
か
ら
一
話
、
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」
を
取
り
上
げ
て
、
イ
ソ
ポ
の
裁
定
の
様
子
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。『伊
曾
保
物
語
』
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
の
事
」
の
全
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
る
商
人
、
サ
ン
に
お
ゐ
て
、
三
貫
目
の
銀
子
を
落
と
す
に
よ
つ
て
、
札
を
立
て
て
、
こ
れ
を
求
む
。
そ
の
札
に
云
く
、「
こ
の
金
を
拾
ひ
け
る
者
の
さ
ん
ぶ
い
ち
あ
る
に
お
ゐ
て
は
、
我
に
得
さ
せ
よ
。
そ
の
褒
美
と
し
て
、
三
分
一
を
与
へ
ん
」
と
な
り
。
然
る
処
に
、
あ
る
者
、
こ
れ
を
拾
ふ
。
我
が
家
に
帰
り
、
妻
子
に
語
つ
て
云
く
、「
我
、
貧
窮
の
身
と
し
て
、
汝
等
を
養
ふ
べ
き
宝
な
し
。
天
道
、
こ
れ
を
照
覧
有
て
、
給
へ
る
や
」
と
、
喜
ぶ
事
限
り
な
し
。
然
り
と
い
へ
ど
お
も
て
ふ
ん
み
よ
う
も
、
こ
の
札
の
面
を
聞
き
て
い
ふ
や
う
、「
そ
の
主
、
す
で
に
分
明
な
り
。
か
ね
道
理
を
曲
げ
ん
も
流
石
な
れ
ば
、
こ
の
銀
を
主
へ
返
し
、
三
分
一
を
得
て
ま
し
」
と
い
ひ
、
か
の
主
が
本
へ
行
き
て
、
そ
の
有
様
を
語
る
処
に
、
主
、
俄
に
欲
念
起
こ
り
て
、
褒
美
の
金
を
難
渋
せ
し
め
ん
が
た
め
、「
我
が
金
、
す
で
に
四
貫
目
な
り
。
持
ち
来
た
れ
る
処
は
三
貫
目
な
り
。
そ
の
ま
ゝ
置
き
、
汝
は
罷
り
帰
れ
」
と
い
ふ
。
か
の
者
愁
へ
て
云
く
、「
我
、
正
直
を
あ
ら
は
す
と
い
へ
ど
も
、
御
辺
は
無
理
を
宣
ふ
な
り
。
詮
ず
る
所
、
守
護
に
出
で
て
理
非
を
決
断
せ
ん
」
と
い
ふ
。
あ
ら
そ
さ
る
に
よ
つ
て
、
二
人
な
が
ら
糺
明
の
庭
に
罷
り
出
づ
る
。
彼
と
是
と
諍
ふ
処
、
決
し
難
し
。
か
の
主
、
誓
断
を
も
っ
て
、「
四
貫
目
」
と
い
ふ
。
か
の
者
は
、「
三
貫
目
あ
り
」
と
い
ふ
。
奉
行
も
理
非
を
決
し
兼
ね
け
る
を
、
（
こ
の
傍
線
部
分
は
古
活
字
本
で
は
、
決
し
か
ね
て
、
い
そ
保
に
「
糾
明
し
給
へ
」
と
云
。
と
な
っ
て
い
る
。）
イ
ソ
ポ
聞
き
て
云
く
、「
本
主
の
い
ふ
所
、
明
白
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
誓
断
あ
り
。
真
実
、
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ば
、
こ
の
銀
は
、
か
の
主
の
に
て
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
故
は
、
落
と
す
所
の
銀
は
、
四
貫
目
な
り
。
拾
ひ
た
る
所
は
、
三
貫
目
な
り
。
拾
ひ
た
る
者
に
、
こ
れ
を
給
つ
て
帰
れ
」
と
宣
へ
ば
、
そ
の
時
、
本
主
驚
き
、「
今
は
何
を
か
包
み
申
す
べ
き
。
こ
の
銀
、
す
で
に
我
が
銀
な
り
。
褒
美
の
所
を
難
渋
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
私
曲
を
構
へ
申
す
な
り
。
あ
わ
た
れ
、
三
分
一
を
彼
に
与
へ
、
残
り
を
我
に
賜
べ
か
し
」
と
い
ふ
。
そ
の
時
、
み
だ
り
が
わ
ち
よ
う
じ
イ
ソ
ポ
笑
つ
て
云
く
、「
汝
が
欲
念
、
猥
し
。
今
よ
り
以
後
は
停
止
せ
し
め
よ
」
と
て
、「
さ
ら
ば
、
汝
に
遣
は
す
」
と
て
、
三
分
二
を
ば
主
に
返
し
、
三
分
一
を
拾
ひ
手
に
与
ふ
。
そ
の
時
、
袋
を
開
き
見
れ
ば
、
日
記
即
ち
三
貫
目
な
り
。「
前
代
未
聞
の
検
断
な
り
」
と
、
人
々
感
じ
給
ひ
け
り
。
前
半
に
、
金
を
落
と
し
た
商
人
と
そ
の
金
を
拾
っ
た
者
と
の
争
い
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
争
い
は
金
を
落
と
し
た
商
人
の
欲
心
か
ら
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
守
護
に
申
し
出
た
あ
と
、
商
人
は
四
貫
目
あ
っ
た
と
言
い
、
拾
っ
た
者
は
三
貫
目
だ
と
言
い
、
ず
っ
と
平
行
線
が
続
き
、
初
め
の
裁
定
者
（
奉
行
）
は
裁
定
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
イ
ソ
ポ
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
古
活
字
本
で
は
奉
行
が
決
し
か
ね
て
イ
ソ
ポ
に
「
糾
明
し
給
へ
」
と
敬
意
を
も
っ
て
頼
ん
で
い
る
（
万
治
絵
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
一
二
入
本
で
は
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
）。
イ
ソ
ポ
は
こ
の
問
題
が
商
人
の
欲
心
か
ら
起
き
た
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
う
え
で
、
双
方
の
言
い
分
の
み
を
取
り
上
げ
て
裁
定
を
下
す
。
つ
ま
り
、
商
人
は
、
落
と
し
た
の
は
四
貫
目
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、
拾
っ
た
者
は
三
貫
目
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
三
貫
目
の
金
は
商
人
が
落
と
し
た
金
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
で
、
商
人
の
欲
心
も
、
ま
た
嘘
を
つ
い
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
名
裁
判
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
話
の
最
後
に
は
、「「
前
代
未
聞
の
検
断
な
り
」
と
、
人
々
感
じ
給
ひ
け
り
。」
と
イ
ソ
ポ
を
称
賛
す
る
言
葉
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ソ
ポ
は
公
事
物
語
の
中
で
名
裁
判
を
行
う
裁
定
者
な
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
こ
の
よ
う
に
『
伊
曾
保
物
語
』
は
寓
話
集
で
あ
る
が
、
イ
ソ
ポ
の
一
代
記
物
語
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
中
で
、
本
来
の
イ
ソ
ポ
の
話
に
加
え
て
寓
話
部
か
ら
別
の
話
が
イ
ソ
ポ
の
話
と
し
て
加
え
ら
れ
、
イ
ソ
ポ
が
賢
人
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
ソ
ポ
が
争
い
事
の
裁
き
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
裁
き
の
話
と
は
、
上
巻
第
一
三
章
「
商
人
、
金
を
落
と
す
公
事
」（
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
四
）
第
一
四
章
「
中
間
と
侍
と
馬
を
争
ふ
事
」
第
一
五
章
「
長
者
と
他
国
の
商
人
の
事
」（
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
寓
話
集
抄
二
）
中
巻
第
六
章
「
侍
、
鵜
鷹
に
好
く
事
」（
ポ
ッ
ヂ
ウ
ス
笑
話
集
抄
四
）
第
八
章
「
イ
ソ
ポ
、
夫
婦
の
中
直
し
の
事
」
の
五
話
で
あ
る
。
イ
ソ
ポ
が
他
国
か
ら
の
不
審
を
解
く
話
は
翻
訳
原
典
で
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
「
イ
ソ
ッ
プ
の
生
涯
」
に
も
あ
っ
た
が
、『
伊
曾
保
物
語
』
で
は
、
そ
れ
に
さ
ら
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
話
を
挿
入
し
た
の
は
、
祖
本
を
手
に
し
た
の
ち
、
こ
れ
を
日
本
の
一
般
の
人
々
に
読
ま
れ
る
よ
う
版
本
に
し
た
日
本
人
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、『
伊
曾
保
物
語
』
の
わ
が
国
へ
の
受
容
を
考
え
た
と
き
、
イ
ソ
ポ
の
話
や
イ
ソ
ポ
の
寓
話
が
そ
の
ま
ま
別
の
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
形
の
受
容
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
文
学
史
的
に
見
て
、
そ
の
よ
う
な
形
の
話
（
そ
の
よ
う
な
種
類
の
文
学
）
と
し
て
受
容
さ
れ
、
そ
の
話
型
の
本
（
ジ
ャ
ン
ル
の
本
）
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
裁
き
の
話
、
あ
る
い
は
問
題
解
決
の
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
、
言
い
換
え
れ
ば
公
事
物
語
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、『
伊
曾
保
物
語
』
に
つ
い
て
の
次
の
課
題
が
見
え
て
く
る
。
「
イ
ソ
ポ
の
生
涯
」
で
は
な
い
別
の
話
か
ら
数
話
取
り
上
げ
、「
イ
ソ
ポ
が
裁
く
」
話
に
変
え
て
『
伊
曾
保
物
語
』
の
イ
ソ
ポ
の
伝
記
部
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、
お
そ
ら
く
日
本
の
作
者
（『
伊
曾
保
物
語
』
を
古
活
字
本
に
し
た
日
本
人
）
で
あ
る
。『
伊
曾
保
物
語
』
が
古
活
字
版
で
出
た
の
は
一
五
九
六
〜
一
六
二
三
（
慶
長
〜
元
和
）
年
の
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
初
め
て
伝
わ
っ
た
裁
判
の
話
は
中
国
宋
代
の
『
棠
陰
比
事
』
で
あ
り
、
こ
の
本
の
わ
が
国
へ
の
伝
来
の
最
初
は
、
『
羅
山
文
集
』
巻
五
四
「
棠
陰
比
事
跋
」
に
よ
る
と
、
朝
鮮
版
の
上
・
中
・
下
の
三
巻
本
で
、
一
六
一
五
（
元
和
元
）
年
に
林
羅
山
が
こ
れ
に
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
門
人
四
人
が
伝
写
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
次
第
に
広
く
流
布
す
る
よ
（
）
う
に
な
り
、
一
六
四
九
（
慶
安
二
）
年
に
安
田
十
兵
衛
板
の
仮
名
書
本
が
出
た
。
『
伊
曾
保
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
濵
田
幸
子
）
一
三
『
伊
曾
保
物
語
』
と
『
棠
陰
比
事
』
の
出
版
の
時
期
は
ほ
ぼ
重
な
る
と
考
え
て
よ
い
。『
伊
曾
保
物
語
』
の
一
部
に
イ
ソ
ポ
の
名
裁
き
を
取
り
入
れ
た
人
物
は
、
裁
判
話
の
面
白
さ
を
知
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
考
え
れ
ば
、『
伊
曾
保
物
語
』
の
一
部
に
イ
ソ
ポ
の
名
裁
判
の
面
白
さ
を
見
出
す
こ
と
で
『
棠
陰
比
事
』
の
面
白
さ
も
理
解
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
『
棠
陰
比
事
』
の
影
響
を
受
け
『
本
朝
棠
陰
比
事
』『
大
岡
政
談
』
等
の
裁
判
話
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
西
鶴
の
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
が
出
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
稿
を
改
め
た
い
。
注（１
）
本
論
文
で
使
用
し
た
本
文
は
『
万
治
絵
入
本
伊
曾
保
物
語
』（
武
藤
禎
夫
校
注
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
、『
古
活
字
版
伊
曾
保
物
語
』（
旧
版
日
本
古
典
文
学
大
系
『
假
名
草
子
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
所
収
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
口
語
体
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
も
の
は
『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』（
新
村
出
翻
字
岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
）
で
、『
吉
利
支
丹
文
学
集
２
』（
新
村
出
、
柊
源
一
校
註
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
三
年
）
所
収
の
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
も
参
照
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
呼
び
方
が
統
一
し
て
い
な
い
上
に
両
者
の
名
前
が
よ
く
似
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
国
字
本
を
『
伊
曾
保
物
語
』、
キ
リ
タ
ン
版
を
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
で
呼
び
分
け
る
こ
と
に
し
た
。
（
２
）
濵
田
幸
子
「『
伊
曾
保
物
語
』
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
イ
ソ
ポ
の
伝
記
を
中
心
に
│
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
』
第
三
九
号
二
〇
一
一
年
三
月
一
日
）。
（
３
）
伊
東
正
義
訳
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
。
（
４
）
『
伊
曾
保
物
語
』（
稀
書
複
製
会
本
、
米
山
堂
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
る
。
（
５
）
『
古
活
字
本
伊
曽
保
物
語
』（
国
立
国
会
図
書
館
本
影
印
、
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。
（
６
）
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
二
五
（
勉
誠
社
）
所
収
『
身
の
鏡
』（
底
本
赤
木
文
庫
一
六
五
九
〈
万
治
二
〉
年
刊
、
十
一
行
本
、
芳
野
屋
開
板
）。
（
７
）
仮
名
草
子
集
成
第
三
巻
（
東
京
堂
出
版
）
所
収
『
一
休
ば
な
し
』（
一
六
六
八
〈
寛
文
八
〉
年
、
山
本
重
郎
兵
衛
刊
本
）。
（
８
）
近
世
文
学
資
料
類
従
古
俳
諧
編
五
（
勉
誠
社
）
所
収
『
尤
之
双
紙
』（
底
本
赤
木
文
庫
、
一
六
三
四
〈
寛
永
一
一
〉
年
、
中
野
道
伴
刊
本
）。
（
９
）
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
二
八
（
勉
誠
社
）
所
収
『
宗
祇
諸
国
物
語
』
（
底
本
赤
木
文
庫
、
一
六
八
五
〈
貞
享
二
〉
年
刊
記
）。
（
）
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
二
四
（
勉
誠
社
）
所
収
『
百
物
語
』（
底
本
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
『
百
物
語
』、
一
六
五
九
〈
万
治
二
〉
年
、
松
長
伊
右
衛
門
開
板
）。
（
）
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
二
四
（
勉
誠
社
）
所
収
『
私
可
多
噺
』（
底
本
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
私
可
多
噺
』、
一
六
七
一
〈
寛
文
一
一
〉
年
、
大
伝
馬
三
丁
目
う
ろ
こ
か
た
や
板
）。
（
）
中
巻
第
一
〇
章
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
伊
曾
保
物
語
』
と
江
戸
時
代
に
お
け
る
そ
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
』
第
三
八
号
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
）
で
考
察
し
て
い
る
。
（
）
（
３
）
に
同
じ
。
（
）
小
堀
桂
一
郎
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
〈
初
出
は
中
公
新
書
、
一
九
七
八
年
〉。
（
）
遠
藤
潤
一
『
邦
訳
二
種
伊
曾
保
物
語
の
原
典
的
研
究
正
編
』
風
間
書
房
、
一
九
八
三
年
。
遠
藤
潤
一
『
邦
訳
二
種
伊
曾
保
物
語
の
原
典
的
研
究
続
編
』
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
。
遠
藤
潤
一
『
邦
訳
二
種
伊
曾
保
物
語
の
原
典
的
研
究
総
説
』
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
。
遠
藤
潤
一
『
伊
曽
保
物
語
第
二
種
本
の
翻
刻
と
本
文
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
。
（
）
兵
藤
俊
樹
「『
伊
曽
保
物
語
』
下
巻
二
八
「
鳩
と
狐
の
事
」
と
ス
ペ
イ
ン
語
版
イ
ソ
ッ
プ
と
『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』」（『
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
科
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
七
号
一
四
学
』
第
六
五
集
、
二
〇
一
五
年
二
月
）。
兵
藤
俊
樹
「『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』
番
外
編
「
鳩
と
狐
と
鷺
」
と
『
伊
曽
保
物
語
』
下
二
八
「
鳩
と
狐
の
事
」
再
考
」（『
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
科
学
』
第
六
六
集
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。
（
）
伊
藤
博
明
「
ス
ペ
イ
ン
語
版
「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
」
と
国
字
本
『
伊
曽
保
物
語
』」（『
埼
玉
大
学
紀
要
〈
教
養
学
部
〉』
第
五
三
巻
第
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。
（
）
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
は
、
イ
ソ
ポ
の
人
物
紹
介
と
し
て
「
こ
と
ば
は
吃
り
で
お
ぢ
や
っ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
論
文
中
は
吃
音
に
改
め
て
い
る
。
（
）
本
稿
第
二
章
で
紹
介
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ベ
ル
本
『
イ
ソ
ッ
プ
』
の
構
成
を
参
照
。
（
）
（
）
に
同
じ
。
（
）
（
）
に
同
じ
。
（
）
（
）
に
同
じ
。
（
）
桂
万
栄
編
駒
田
信
二
訳
『
棠
陰
比
事
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
の
解
説
に
よ
る
。
（
は
ま
だ
ゆ
き
こ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）
『
伊
曾
保
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
濵
田
幸
子
）
一
五
